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一辺の長さが 2の正三角形 ABCを平面上におく。△ABCを 1つの辺に関して 180◦

折り返すという操作を繰り返し行う。辺 BCに関する折り返しを TA，辺 CAに関する
折り返しを TB，辺 ABに関する折り返しを TC とする。△ABCは，最初 3点 A，B，
Cがそれぞれ平面上の 3点 O，B′，C′ の上に置かれているとする。

(1) TA，TC，TB，TC，TAの順に折り返し操作を施したときの頂点 Aの移り先を P

とする。また，TA，TC，TB，TA，TC，TB，TAの順に折り返し操作を施したと
きの頂点 Aの移り先を Qとする。θ = ∠POQとするとき，cos θの値を求めよ。

(2) 整数 k，ℓに対して，−→
OR = 3k

−−→
OB′ + 3ℓ

−−→
OC′により定められる点 Rは，TA，TB，

TC の折り返し操作を組み合わせることにより，点Aの移り先になることを示せ。


